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◎　一般会計 （単位：千円）

平成29年度　小城市一般会計補正予算総括表

会 計 区 分 補正前の額 補 正 額 合 計 備 考

20,808,895 403,955 21,212,850１ 一般会計
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議案第43号　小城市一般会計補正予算（第１号）

（単位：千円、％）

※　構成比は、端数処理の関係上、一致しない場合があります。

合 計 構成比 款 別 補 正 前 補 正 額 合 計 構成比

1.1市 税 4,211,613 4,211,613

　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ4億395万5千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ212億1,285万円とするものです。

　歳入の主なものは、各種事業に伴う分担金及び負担金、国庫支出金、県支出金、諸収入及び市債

を増額するほか、市営住宅建設基金の繰入金及び財源調整のための財政調整基金繰入金を増額する

ものです。

　歳出の主なものは、「国際交流事業」のほか、「地域密着型サービス等整備助成事業」「胃がん

検診事業」「農業基盤整備促進事業」「ため池耐震性調査事業」「牛津拠点地区市街地活性化推進

事業」「市営住宅建替事業」「体育施設管理費」などを計上するものです。

19.9 議 会 費 229,968 229,968

歳 入 歳 出

款 別 補 正 前 補 正 額

平成29年度　第１号補正後予算総額　　21,212,850千円　

11.7

利 子 割 交 付 金 7,084 7,084 0.0 民 生 費 6,113,528 76,576 6,190,104 29.2

地 方 譲 与 税 141,404 141,404 0.7 総 務 費 2,453,973 23,496 2,477,469

11.0

株式等譲渡所得割交付金 9,728 9,728 0.0 労 働 費 10,182 10,182 0.0

配 当 割 交 付 金 21,048 21,048 0.1 衛 生 費 2,328,256 2,694 2,330,950

5.4

自動車取得税交付金 26,034 26,034 0.1 商 工 費 290,165 290,165 1.4

地方消費税交付金 708,687 708,687 3.3 農林水産業費 1,041,371 109,062 1,150,433

14.2

地 方 交 付 税 6,585,246 6,585,246 31.0 消 防 費 760,287 724 761,011 3.6

地 方 特 例 交 付 金 25,137 25,137 0.1 土 木 費 2,868,180 146,831 3,015,011

9.7

分担金及び負担金 289,322 4,297 293,619 1.4 災 害 復 旧 費 143,297 143,297 0.7

交通安全対策特別交付金 10,000 10,000 0.0 教 育 費 2,006,923 44,572 2,051,495

1 1 0.0

30,000 0.1

使用料及び手数料 176,596 176,596 0.8 公 債 費 2,532,764 2,532,764 11.9

71,724 2,680,980 12.6 諸 支 出 金国 庫 支 出 金 2,609,256

1,508,768 7.1 予 備 費県 支 出 金 1,402,720 106,048 30,000

100.021,212,850

0.5

財 産 収 入 52,774 52,774 0.2

4.9繰 入 金 872,389

合 計 20,808,895

寄 附 金 1,518,066 7.2

1.5諸 収 入 296,291 18,457

1,745,500

21,212,850

8.4

100,000繰 越 金 100,000

158,229 1,030,618

403,955 403,955

314,748

市 債 45,200 1,790,700

合　　　　　計 20,808,895100.0

1,518,066
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□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【

幅広い交流を深めにぎわい
のあるまち

担当部課 総務部　企画政策課 施策名 1
多様な文化の理解と地域間
交流の推進

新規事業 既存事業

予算事業名 国際交流事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 8

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 1

法令根拠

事業期間
平成17

国際交流推進のための環境
づくり一般 2 1 6 1064

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標)

その他

県支出金

地方債 地方債

国庫支出金

（計画・目標) （計画・目標)

30

一般財源 202 323 1,200 3,000

需用費 役務費
使用料及び

賃借料

一般財源

その他

1,133

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

旅費

事　業　費 202 323 1,200 3,000 3,000 3,000 事業費計 0

財
源
内
訳

837 53 213

【目的】
　海外都市との交流により本市の魅力と課題を再発見する機会とし、国際化時代に対応したグローバルな人材の
育成と、国際交流による地域活性化を進める。

【事業内容】
　・国際交流事業事務費≪平成17年度～≫
　・中国浙江省海鹽県との交流事業≪平成27年度～≫

【補正内容】
  中国浙江省海鹽県との交流事業
　○表敬訪問・行政視察
　○子どもたちの交流事業事前調査

合　　計

1,133 1,133

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

3,000 3,000
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□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

合　　計

467 467

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

660 660 一般財源

その他

467

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

旅費

事　業　費 91 713 660 660 660 660 事業費計 0

財
源
内
訳

445 22

一般財源 91 713 660 660

需用費

国庫支出金

（計画・目標)

その他

県支出金

地方債 地方債

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標)

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 2 地域間交流の促進
一般 2 1 6 1067

【目的】
　都市との交流活動を促進することにより、本市の魅力と課題を再発見する機会とし、地域力（地域問題の解決
や地域としての価値を創造していくための力）の向上につなげる。

【事業内容】
　・南九州市との友好姉妹都市交流事業≪平成17年度～≫
　・千葉市との交流事業≪平成29年度～≫

【補正内容】
 千葉市との交流事業
 千葉氏にゆかりのある11市町による千葉氏サミット広域連携会議を設置し、以下について連絡調整を行う。
　○千葉氏サミットの開催・運営に関すること
　○千葉氏に関する全国的知名度の向上に関すること
　○千葉氏に関する歴史や文化に関すること（「日本遺産」認定に関すること）
　○経済・観光・防災などの分野の連携事業に関すること

幅広い交流を深めにぎわい
のあるまち

担当部課 総務部　企画政策課 施策名 1
多様な文化の理解と地域間
交流の推進

新規事業 既存事業

予算事業名 都市間交流事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 8

法令根拠

事業期間
平成17
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□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】
　小城町出分区自治会コミュニティセンター助成事業
　事業費総額32,508,000円×3/5=19,504,800円　【補助金上限　15,000千円】

【平成27年度の実績】
   牛津町勝自治会コミュニティセンター助成事業

【目的】
　コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備に対して補助金を交付し、地域コミュニティ活動の充実・強
化を図ることにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上を目指す。

【事業内容】
　一般財団法人自治総合センターが宝くじ社会貢献事業として実施する事業の1つで、自治総合センターが定める
コミュニティ助成事業実施要綱に基づき、助成事業として選定した事業に対して補助金を交付する。

【補助金額の説明】
　コミュニティセンター助成事業補助金は、対象となる総事業費の3/5以内に相当する額。ただし、上限は15,000
千円。100千円未満切捨て。

合　　計

15,000 15,000

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

15,000 15,000

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

負担金、補助
及び交付金

事　業　費 13,300 0 15,000 0 0 0 事業費計 0

一般財源

その他 13,300 15,000 その他

地方債

財
源
内
訳

国庫支出金

地方債

一般財源

県支出金 県支出金

法令根拠 平成29年度コミュニティ助成事業実施要綱、小城市コミュニティ助成事業補助金交付要綱

事業期間
平成17

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

財
源
内
訳

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 3 地域の自治機能向上の推進
一般 2 1 7 1082

国庫支出金

新規事業 既存事業

予算事業名 コミュニティ助成事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 8
幅広い交流を深めにぎわい
のあるまち

担当部課 総務部　企画政策課 施策名 2
協働によるまちづくりの推
進
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☑ □

☑  単年度のみ □単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

新規事業 既存事業

予算事業名 （新規）地域密着型サービス等整備助成事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 5
みんなでささえあうやさし
いまち

担当部課 福祉部　高齢障がい支援課 施策名 2 高齢者福祉・介護の充実

事業期間

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 1 介護予防・生活支援の充実
一般 3 1 2 1352

法令根拠 佐賀県地域医療介護総合確保基金事業（介護施設等整備事業）補助金交付要綱

県支出金

国庫支出金

事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　地域における医療・介護サービスの充実を図るため、地域における医療及び介護の総合的な確保の促進に関す
る法律第4条に規定する都道府県計画に定める事業者に対し施設整備の補助を行う。

【事業内容】
（対象施設）
　小規模多機能型居宅介護事業所　1施設
　認知症高齢者グループホーム　  1施設
（対象経費）
　①地域密着型サービス施設等の整備に必要な経費
　②介護施設等の施設開設準備経費
（補助額）
　①施設整備費： 64,000千円
　②施設開設準備経費： 11,178千円
（対象法人）　社会福祉法人　清水福祉会
（建設予定地）小城市芦刈町芦溝地内
（事業開始予定年月日）平成30年3月1日

【事業費の負担割合】
　県10/10（佐賀県地域医療介護総合確保基金）

※地域密着型サービス…住み慣れた地域を離れずに利用できるなど、利用者のニーズにきめ細かく対応
　　　　　　　　　　　できるよう創設されたサービス。
※小規模多機能型居宅介護…通いを中心に、随時訪問や宿泊サービスを組み合わせ、多機能な介護サービス
　　　　　　　　　　　　　を行う。
※認知症高齢者グループホーム…認知症の高齢者が共同生活をする居住で、日常生活上の世話や機能訓練が
　　　　　　　　　　　　　　　受けられる。

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

県支出金75,178

地方債

財
源
内
訳

国庫支出金

一般財源

地方債

一般財源

その他

75,178

財
源
内
訳

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

負担金、補助
及び交付金

事　業　費 0 0 75,178 0 0 0 事業費計 0

その他

75,178

合　　計

75,178 75,178

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計
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□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【補正内容】
　・竹下線他13路盤調査≪平成29年度～平成33年度≫
　路盤調査を行い、平成33年度までに対象である14路線について随時施工予定。

　平成29年度　　　路線調査 L=3,300m
　
　平成30年度以降　補修工事
　　　　　　　　　(竹下線、小路・中村線、牛王・下古賀線、寺浦・荒谷線、住吉町住宅3号線、
　　　　　　　　　甘木・久米線、久保田・社線、本告第１号線、初田線、練ヶ里支線2号線、
　　　　　　　　　泉・両新村線、新村線、天満宮線、観音寺西線)

【事業費の負担割合】
　平成28年度まで　国 60%　　 市 40%
　平成29年度以降　国 56.65%　市 43.35%
　

【目的】
　胃がんの早期発見・早期治療に結びつける。
　
　
【事業内容】
　現在、40歳以上の市民を対象とし、各保健福祉センターにおいて集団での胃透視（バリウムによるＸ線検査）
を実施している。

みんなが健やかで生きがい
を感じるまち

担当部課 福祉部　健康増進課 施策名 2 保健・医療の充実

新規事業 既存事業

予算事業名 胃がん検診事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 4

法令根拠 健康増進法

事業期間
平成 17

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 2
健康診断・がん検診・健康
相談の実施1 4 1 3 1135

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

89 89
財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 80

89

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標)

その他

県支出金

地方債 地方債

107

4,000

89

（計画・目標) （計画・目標)

一般財源 8,168 7,642 4,813 10,042

委託料

その他

2,694

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

役務費

事　業　費 8,248 7,749 8,902 10,131 10,131 10,131 事業費計 0

財
源
内
訳

235 2,459

国庫支出金

合　　計

10,042 10,042 一般財源

合　　計

2,694 2,694

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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□ ☑

□  単年度のみ □単年度繰返 ☑  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

ひとりひとりの力を合わせて防
犯・防災安心して暮らせるまち

担当部課 産業部　農村整備課 施策名 1 防災・減災体制の充実

新規事業 既存事業

予算事業名 ため池耐震性調査事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 10

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 3

法令根拠 農村地域防災減災事業実施要綱、農村地域防災減災事業実施要領

事業期間
平成27 平成31

危機管理対策の充実
一般 6 1 7 1338

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 6,357 6,000

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標)

その他

県支出金 56,357

地方債 地方債

22,000 22,000

国庫支出金

（計画・目標) （計画・目標)

一般財源 一般財源

その他

22,000

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

委託料

6,000

事　業　費 6,357 0 22,000 22,000 12,000 0 事業費計 62,357

財
源
内
訳

22,000

【目的】
　平成23年に発生した東日本大震災で多くのため池が被災し、ため池の決壊により尊い人命が失われ、人家・公
共施設・農地が被災した。
　それらを受けて全国的なため池の一斉点検が実施され、佐賀県では平成25年度から平成26年度にかけて点検が
なされた。
　点検の結果、決壊した場合に人家や公共施設に影響を与えるおそれのあるため池を「防災重点ため池」として
位置づけ、被災の可能性や被災した場合の周辺への影響を調査し、その結果を今後のため池の防災・減災対策の
推進に活用する。

【事業内容】
　「防災重点ため池」として選定された市内9箇所について、耐震性詳細調査及びハザ－ドマップの作成を行う。

　耐震性詳細調査
　　平成27年度　北浦ため池
　　平成29年度　東分第1ため池、池田ため池、西分第1ため池、西分第2ため池
　　平成30年度　寺浦第3ため池、円光寺ため池、八丁ため池、深佐古ため池
　ハザ－ドマップ作成
　　平成29年度　北浦ため池
　　平成30年度　東分第1ため池、池田ため池、西分第1ため池、西分第2ため池
　　平成31年度　寺浦第3ため池、円光寺ため池、八丁ため池、深佐古ため池

【補正内容】
　耐震性詳細調査　　　東分第1ため池、池田ため池、西分第1ため池、西分第2ため池
　ハザ－ドマップ作成　北浦ため池

【事業費の負担割合】
　平成30年度まで　県 100%（国 100%）
　平成31年度　　　県  50%（国  50%）　市 50%

合　　計

22,000 22,000

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

6,000
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□ ☑

□  単年度のみ □単年度繰返 ☑  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

地域の資源を活かし企業も
市民も元気なまち

担当部課 産業部 農村整備課 施策名 1 農林業の振興

新規事業 既存事業

予算事業名 基盤整備促進事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 7

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 1

法令根拠 農業基盤整備促進事業実施要綱、農業基盤整備促進事業実施要領

事業期間
平成25 平成33

農業基盤整備の推進と経営
の安定強化一般 6 1 11 399

事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　生産効率を高め競争力のある農業を実現するためには、農地の汎用化等の基盤整備により、農業の構造改革を
推進することが不可欠であり、農地・農業水利施設等の基盤整備をする。

【事業内容】
　暗渠排水整備（小城・牛津地区）　A=440ha

【補正内容】
　・竹下線他13路盤調査≪平成29年度～平成33年度≫
　路盤調査を行い、平成33年度までに対象である14路線について随時施工予定。

　平成29年度　　　路線調査 L=3,300m
　
　平成30年度以降　補修工事
　　　　　　　　　(竹下線、小路・中村線、牛王・下古賀線、寺浦・荒谷線、住吉町住宅3号線、
　　　　　　　　　甘木・久米線、久保田・社線、本告第１号線、初田線、練ヶ里支線2号線、
　　　　　　　　　泉・両新村線、新村線、天満宮線、観音寺西線)

【事業費の負担割合】
　平成28年度まで　国 60%　　 市 40%
　平成29年度以降　国 56.65%　市 43.35%
　

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

地方債

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金 52,078 52,079 52,079 52,079

国庫支出金 95,000 40,650

その他5,940 5,940 68,993

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

23,079 23,079 23,079 一般財源

県支出金 258,465

313,350

144,300

81,098 81,098 事業費計 785,108事　業　費 113,379 61,385 81,098 81,098

財
源
内
訳

一般財源 3,135 15,075 23,080

その他 15,244 5,660 5,940 5,940

地方債

平成29年度
予算事業費

の内訳
（単位：千円）

合　　計

0

1,928 △ 1,928 0

平成29年度
予算事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源 合　　計
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□ ☑

□  単年度のみ □単年度繰返 ☑  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

※

合　　計

30,550 3,055 30,553 64,158

平成29年度
予算事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

33,638 15,885 一般財源

その他 2,649 326

64,158

平成29年度
予算事業費

の内訳
（単位：千円）

委託料

164,985

事　業　費 14,837 14,168 121,290 80,100 74,750 35,300 事業費計 353,195

財
源
内
訳

4,500 59,500 158

一般財源 5,488 7,352 60,840 36,045

平成29年度事業費は、平成28年度からの繰越予定額20,620千円を含む

工事請負費
負担金、補助
及び交付金

3,340 4,005 3,737 1,765

国庫支出金 6,700 6,490 57,110

（計画・目標)

その他 16,460

県支出金

地方債 地方債

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

37,375 17,650
財
源
内
訳

国庫支出金 171,750

県支出金

40,050

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標)

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 1
農業基盤整備の推進と経営
の安定強化一般 6 1 11 1004

【目的】
　生産効率を高め競争力のある「攻めの農業」を実現するためには、農地の大区画化・汎用化等の基盤整備によ
り、担い手への農地集積を加速化し農業の構造改革を推進することが不可欠である。また、戦後急速に整備され
た農業水利施設については、今後、耐用年数を迎える施設が急激に増加することから、適切な保全管理が求めら
れている。このため、農地・農業水利施設等の整備を地域の実情に応じて実施し、農業競争力の強化を図るた
め、農業用用排水路を整備する。

【事業内容】
  ・小城第3地区用排水路整備事業≪平成27年度～平成31年度≫
　　　前満江水路、下右原パイプライン、東小松水路、北浦溜池承水路、原田水路

【補正内容】
 ・三日月東部地区用排水路整備事業≪平成29年度～平成33年度≫
　大雨時の排水不良による浸水被害を抑制するため、県営地盤沈下対策事業（小城中部地区）と足並みを揃え水
路を整備する。

　平成29年度　　　　掘江水路 2箇所　L=595m
　
　平成30年度以降　  道辺水路 4箇所、堀江水路 1箇所、島溝水路 2箇所

【事業費の負担割合】
　国 50%（定率補助）
  受益者負担　水路 5%

地域の資源を活かし企業も
市民も元気なまち

担当部課 産業部 農村整備課 施策名 1 農林業の振興

新規事業 既存事業

予算事業名 農業基盤整備促進事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 7

法令根拠 農業基盤整備促進事業実施要綱、農業基盤整備促進事業実施要領

事業期間
平成27 平成33
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□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

※

安全にみんなが行き交うま
ち

担当部課 建設部　建設課 施策名 1 道路の保全と交通網の充実

新規事業 既存事業

予算事業名 社会資本整備総合交付金事業（維持補修）
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 2

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 1

法令根拠 小城市市道の構造の技術的基準を定める条例

事業期間
平成24

幹線道路の適切な維持管理
一般 8 2 2 990

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

23,160 24,756
財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

24,057

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標)

その他

県支出金

地方債 5,800 地方債

国庫支出金 10,607 20,888 18,209

（計画・目標) （計画・目標)

一般財源 1,476 13,925 12,140 16,039

平成29年度事業費は、平成28年度からの繰越予定額1,749千円を含む

一般財源

その他

2,700

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

委託料

事　業　費 17,883 34,813 30,349 40,096 38,600 41,260 事業費計 0

財
源
内
訳

2,700

【目的】
　適切な道路維持として、舗装補修を行うことで交通の円滑化を図り、住民や一般車両の安全を確保する。

【事業内容】
　市道の維持補修
  小城中学校他7路線維持補修事業≪平成24年度～平成29年度≫

【補正内容】
　・竹下線他13路盤調査≪平成29年度～平成33年度≫
　路盤調査を行い、平成33年度までに対象である14路線について随時施工予定。

　平成29年度　　　路線調査 L=3,300m
　
　平成30年度以降　補修工事
　　　　　　　　　(竹下線、小路・中村線、牛王・下古賀線、寺浦・荒谷線、住吉町住宅3号線、
　　　　　　　　　甘木・久米線、久保田・社線、本告第１号線、初田線、練ヶ里支線2号線、
　　　　　　　　　泉・両新村線、新村線、天満宮線、観音寺西線)

【事業費の負担割合】
　平成28年度まで　国 60%　　 市 40%
　平成29年度以降　国 56.65%　市 43.35%
　

合　　計

1,620 1,080 2,700

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

15,440 16,504

- 11 -



□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

※

安全にみんなが行き交うま
ち

担当部課 建設部　建設課 施策名 1 道路の保全と交通網の充実

新規事業 既存事業

予算事業名 道路新設改良事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 2

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 1

法令根拠 小城市市道の構造の技術的基準を定める条例

事業期間
平成25

幹線道路の適切な維持管理
一般 8 2 3 143

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標)

その他

県支出金

地方債 55,300 18,600 37,520 47,000 56,700 地方債

国庫支出金

（計画・目標) （計画・目標)

一般財源 13,257 3,101 22,971 2,600

平成29年度事業費は、平成28年度からの繰越予定額5,900千円を含む

公有財産
購入費

一般財源

その他

8,472

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

工事請負費

事　業　費 68,557 21,701 60,491 49,600 59,700 8,300 事業費計 0

財
源
内
訳

8,400 72

【目的】
　道路改良工事により一般車両、歩行者等の安全性と利便性を確保する。

【事業内容】
　市道の整備

【補正内容】
　杉町・東分線道路改良事業　≪実施期間：平成29年度≫
　交差点部信号機の設置（押しボタン式→半感応式）に伴い、現況の車道有効幅員は4.0mと狭小なことから、離
合可能な6.5mに道路を拡幅し車輌の安全を確保する。

・南部　車道拡幅 L=43m整備予定
・北部　車道拡幅 L=20m整備予定

合　　計

8,472 8,472

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

3,000 8,300
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☑ □

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

ひとりひとりの力を合わせて防
犯・防災安心して暮らせるまち

担当部課 建設部　建設課 施策名 1 防災・減災体制の充実

新規事業 既存事業

予算事業名 （新規）耐震診断補助事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 10

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 3

法令根拠 建築物の耐震改修の促進に関する法律

事業期間
平成29

危機管理対策の充実
一般 8 6 1 1260

事業の概要（目的、内容等）

【目的】
　地震の被害を未然に防ぎ軽減するため、耐震診断の助成制度を創設し、耐震基準に適合していない住宅の耐震
診断・改修を促進する。

【事業内容】
　市内の昭和56年5月31日以前に着工された木造の専用住宅の所有者等が実施する耐震診断の費用に対して補助す
る。
　
　対象戸数：30戸
　対象事業費の上限：90千円
　補助率：5/6
　30戸×90千円×5/6＝2,250千円

【事業費の負担割合】
　国 1/3　県 1/4　市 1/4　申請者 1/6
　※平成30年度まで県・市の嵩上げ補助あり。
　　平成31年度以降（嵩上げなしの負担割合）は国 1/3　県 1/6　市 1/6　申請者 1/3

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

900 900
財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

900

450

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

その他

450 県支出金

地方債 地方債

675 675財
源
内
訳

2,250

一般財源 675 675

国庫支出金 900

合　　計

450 450 一般財源

その他

2,250

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

負担金、補助
及び交付金

事　業　費 0 0 2,250 2,250 1,800 1,800 事業費計 0

合　　計

900 675 675 2,250

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源
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□ ☑

□  単年度のみ □単年度繰返 ☑  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

※

合　　計

38,590 45,200 8,308 5,394 97,492

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

一般財源

その他

36 97,492

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

需用費

134,000

事　業　費 516,580 252,997 816,224 86,722 0 0 事業費計 1,961,136

財
源
内
訳

85 200 14,850 82,321

一般財源 11,700 33,398 9,129 56,542

平成29年度事業費は、平成28年度からの繰越予定額205,776千円を含む

役務費 委託料 工事請負費
負担金、補助
及び交付金

8,308

国庫支出金 192,880 62,799 420,387

（計画・目標)

その他 8,308

県支出金

地方債 312,000 156,800 378,400 3,000 地方債 979,300

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金 839,528

県支出金

27,180

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標)

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 3
住宅地の整備や良質な住ま
いづくりの促進一般 8 6 2 853

【補正内容】
　外構2期工事、集会所建設工事

【目的】
　牛津地区市営住宅(友田団地、天満町団地、柿樋瀬団地、駅南団地の4団地79戸)は、昭和41年から47年に建設さ
れ、耐用年限も経過しており、居住水準の低下、地域防災面での問題や設備の老朽化等様々な問題があり、建替
が必要である。
　また、天満町団地及び柿樋瀬団地の敷地については、私有地を借上げて建設されており、他の2団地について
も、敷地が狭い。こうした課題を解決するため、新たな敷地を取得して新規に建替を行う。

【事業内容】
　牛津駅南地区に敷地を購入し、鉄筋コンクリート造、4階建の住宅80戸を建設する。

(工事の概要）
　整備予定住宅　鉄筋コンクリート造　4階建　2棟(80戸)

　H25年度　用地測量、地質調査、建物基本設計、用地取得等
　H26年度　建物実施設計、敷地造成工事、家屋事前調査
　H27年度　1号棟建設工事
　H28年度　2号棟建設工事、既存住戸解体工事（柿樋瀬団地、牛津駅南団地）、外構1期工事
　H29年度　2号棟建設工事、外構2期工事、集会場建設工事
　H30年度　既存住戸解体工事（天満町団地、友田団地）

住みたい！と思う笑顔が集
まるキレイなまち

担当部課 建設部　建設課 施策名 1
計画的な土地利用の推進と
効率的な都市づくり

新規事業 既存事業

予算事業名 市営住宅建替事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 1

法令根拠 公営住宅法、小城市営住宅条例

事業期間
平成24 平成30

- 14 -



□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

合　　計

6,785 6,785

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

1,318 1,318 一般財源

その他

6,785

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

負担金、補助
及び交付金

事　業　費 678 929 8,155 1,318 1,318 1,318 事業費計 0

財
源
内
訳

6,785

一般財源 678 929 8,151 1,318

4

国庫支出金

（計画・目標)

その他

県支出金

地方債 地方債

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標)

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 1
計画に沿った土地利用の誘
導一般 8 5 1 150

【目的】
　自然環境と都市的環境の調和を図りつつ、市の一体的な発展に向け、計画的な土地利用と効率的な都市づくり
を推進する。

【事業内容】
　都市計画全般に係る研修経費、協会負担金など

【補正内容】
　・竹下線他13路盤調査≪平成29年度～平成33年度≫
　路盤調査を行い、平成33年度までに対象である14路線について随時施工予定。

　平成29年度　　　路線調査 L=3,300m
　
　平成30年度以降　補修工事
　　　　　　　　　(竹下線、小路・中村線、牛王・下古賀線、寺浦・荒谷線、住吉町住宅3号線、
　　　　　　　　　甘木・久米線、久保田・社線、本告第１号線、初田線、練ヶ里支線2号線、
　　　　　　　　　泉・両新村線、新村線、天満宮線、観音寺西線)

【事業費の負担割合】
　平成28年度まで　国 60%　　 市 40%
　平成29年度以降　国 56.65%　市 43.35%
　

住みたい！と思う笑顔が集
まるキレイなまち

担当部課 建設部　まちづくり推進課 施策名 1
計画的な土地利用の推進と
効率的な都市づくり

新規事業 既存事業

予算事業名 都市計画運営事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 1

法令根拠 都市計画法

事業期間
平成17
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□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

合　　計

3,672 3,672

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

3,355 3,355 一般財源

その他 99

3,672

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

委託料

事　業　費 0 9,897 7,243 3,571 3,571 3,571 事業費計 0

財
源
内
訳

3,672

一般財源 6,898 7,027 3,355

216 216 216 216

国庫支出金 2,900

（計画・目標)

その他

県支出金

地方債 地方債

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標)

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 3
住宅地の整備や良質な住ま
いづくりの促進一般 8 5 1 1043

【補正内容】
　空家等対策計画の策定

【目的】
　市民の安全で安心な暮らしの実現及び良好な生活環境を保全し、活力あるまちづくりの推進を図るため、空家
等の適切な管理及び空家等の活用等を促進する。

【事業内容】
　○空家等対策の推進体制の整備
　○適切な管理の対策
　○活用等の促進の対策

　平成28年度からの継続的な取り組み
　　・小城市空家等対策協議会の開催
　　・佐賀県空き家対策検討会の参加
　　・空家等実態調査、データベース作成
　　・空家等の相談、現地調査、助言･指導等の措置等
　　・空家等の適切な管理の周知（固定資産税納税通知書に案内を同封）
　　・小城市シルバー人材センターとの空家等の適切な管理に関する連携協定の締結
　　・空き家バンクの運営、登録の周知（固定資産税納税通知書に案内を同封）
　　・空き家改修費助成事業補助金≪平成28年7月1日から実施≫

　平成29年度
　　・小城市における空家等対策計画の策定
　　　（空家等対策推進に関する特別措置法第6条第1項に基づく計画を定める）

住みたい！と思う笑顔が集
まるキレイなまち

担当部課 建設部　まちづくり推進課 施策名 1
計画的な土地利用の推進と
効率的な都市づくり

新規事業 既存事業

予算事業名 空家等対策推進事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 1

法令根拠 小城市空家等の適切な管理及び活用の促進に関する条例・条例施行規則

事業期間
平成28

- 16 -



□ ☑

□  単年度のみ □単年度繰返 ☑  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【目的】
　小城市都市計画マスタープラン及び立地適正化計画の中で示される牛津駅周辺の拠点地区を対象に、牛津駅、
赤れんが館及び牛津公民館をまちの駅の核として、市民協働による具体的なまちづくりの方向性を示した「牛津
拠点地区市街地活性化基本構想」に基づき、産学官民が一体となって牛津地区の市街地活性化を推進する。

【事業内容】
・牛津拠点地区市街地活性化に係る基本構想の策定
・基本構想に掲げる事業推進体制の構築、運営支援
・各まちづくり事業推進のための各種計画策定など

平成28年度　　　牛津拠点地区市街地活性化基本構想策定
平成29年度　　　事業推進体制構築、運営支援
　　　　　　　　まちの駅ネットワークの構築
　　　　　　　　都市再生整備計画策定（H29～H30）など
平成30年度　　　推進体制の運営支援
　　　　　　　　都市再生整備計画策定（H29～H30）
平成31年度以降　推進体制の運営支援
　　　　　　　　牛津駅周辺整備実施設計策定

【補正内容】
・事業推進体制の構築、運営支援
・まちの駅ネットワークの構築
・都市再生整備計画の策定

住みたい！と思う笑顔が集
まるキレイなまち

担当部課 建設部　まちづくり推進課 施策名 1
計画的な土地利用の推進と
効率的な都市づくり

新規事業 既存事業

予算事業名 牛津拠点地区市街地活性化推進事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 1

法令根拠

事業期間
平成28 平成33

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 2
地域の特性を活かした拠点
地区の形成と相互連携一般 8 5 1 1223

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

13,300 45,700
財
源
内
訳

国庫支出金 59,000

県支出金

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

その他

県支出金

地方債 地方債

財
源
内
訳

25,460

一般財源 3,240 25,460 29,650

国庫支出金

合　　計

39,660 104,460 一般財源

その他

25,460

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

委託料

215,470

事　業　費 0 3,240 25,460 29,650 52,960 150,160 事業費計 274,470

合　　計

25,460 25,460

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

- 17 -



□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

合　　計

35,317 35,317

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

45,000 45,000 一般財源

その他 29,198 17

35,317

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

委託料

事　業　費 55,248 278,082 79,923 45,000 45,000 45,000 事業費計 0

財
源
内
訳

584 34,733

一般財源 25,850 59,354 79,923 45,000

工事請負費

国庫支出金 200 2,911

（計画・目標)

その他

県支出金

地方債 215,800 地方債

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標)

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 3
ライフステージに応じたス
ポーツの推進と施設の充実1 10 6 2 813

【目的】
  みんなが健やかで生きがいを感じるまちを目指し事業を推進していくことを目的とし、施設の適正な管理を行
うことにより、利便性・安全性を向上させ、誰もが安心して利用できる施設を目指す。

【事業内容】
 　市内体育施設の整備及び維持管理

【補正内容】
　・竹下線他13路盤調査≪平成29年度～平成33年度≫
　路盤調査を行い、平成33年度までに対象である14路線について随時施工予定。

　平成29年度　　　路線調査 L=3,300m
　
　平成30年度以降　補修工事
　　　　　　　　　(竹下線、小路・中村線、牛王・下古賀線、寺浦・荒谷線、住吉町住宅3号線、
　　　　　　　　　甘木・久米線、久保田・社線、本告第１号線、初田線、練ヶ里支線2号線、
　　　　　　　　　泉・両新村線、新村線、天満宮線、観音寺西線)

【事業費の負担割合】
　平成28年度まで　国 60%　　 市 40%
　平成29年度以降　国 56.65%　市 43.35%
　

みんなが健やかで生きがい
を感じるまち

担当部課 教育委員会　生涯学習課 施策名 1
健康づくりと生涯スポーツ
の充実

新規事業 既存事業

予算事業名 体育施設管理費
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 4

法令根拠 スポーツ基本法、小城市体育館条例、小城市運動公園条例

事業期間
平成17
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□ ☑

□  単年度のみ ☑単年度繰返 □  期間限定複数年度

（ 開始年度 年度 ～ ） （ 年度 ～ 年度 ）

【平成27年度以降の実績】
　平成27年度　小城町上町・中町・下町/山挽祇園祭法被整備費
　平成28年度　小城町横町/山挽祗園祭浮立道具等整備費

【補正内容】

　小城町二瀬川地区に残る伝統芸能である鉦浮立の道具を整備する。

　（鉦吾
しょ うご

 21台、当り鉦
がね

5寸 21台、当り鉦
がね

6寸 11台）

　整備費2,105,784円のうち、2,100千円を補助金として交付する。

歴史、文化と歩んでいく自
然豊かなまち

担当部課 教育委員会　文化課 施策名 2
歴史の継承、文化・芸術の
振興

新規事業 既存事業

予算事業名 一般コミュニティ助成事業
第
二
次

　
総
合
計
画
体
系

政策名 3

法令根拠 平成29年度コミュニティ助成事業実施要綱、小城市コミュニティ助成事業補助金交付要綱

事業期間
平成17

予算科目
会計 款 項 目 事業

基本事業名 2 伝統芸能の継承
一般 10 5 4 1353

事業の概要（目的、内容等）

事業費の推移
（単位：千円）

27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度

（
期
間
限
定
事
業

）

全
体
計
画

財
源
内
訳

国庫支出金

県支出金

国庫支出金

総　事　業　費
（単位：千円）(決算) (決算見込み) （計画) （計画・目標) （計画・目標) （計画・目標)

県支出金

地方債 地方債

その他 2,500 2,100 2,100 その他

一般財源 一般財源

事　業　費 2,500 2,100 2,100 0 0 0 事業費計 0

2,100

平成29年度
補正事業費

の内訳
（単位：千円）

負担金、補助
及び交付金

【目的】
　コミュニティ活動に必要な備品の整備に対して補助金を交付し、地域コミュニティ活動の充実・強化を図るこ
とにより、地域社会の健全な発展と住民福祉の向上を目指す。

【事業内容】
　一般財団法人自治総合センターが宝くじ社会貢献事業として実施する事業の１つで、自治総合センターが定め
るコミュニティ助成事業実施要綱に基づき、助成事業として選定した事業に対して補助金を交付する。

【事業費の負担割合】
　一般コミュニティ助成事業補助金は、1件につき1,000千円から2,500千円まで。100千円未満切捨て。

合　　計

2,100 2,100

平成29年度
補正事業費
の財源内訳
（単位：千円）

国庫支出金 県支出金 地方債 その他 一般財源

合　　計

2,100

財
源
内
訳
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